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市 章 由 来

旧津山藩の槍印。参勤交代に親藩松平家の威勢を示したもので、

昭和 7年、これをかたちどって市章に制定した。俗に剣大という。



は じ め に

ここに令和元年度版「津山市統計書」を刊行いたします。
本書は、津山市の自然、人口、産業、福祉、教育、文化など、市民生活の各

分野にわたる基礎的な統計資料を収録したもので、市勢の現況や推移をご理解
いただくために作成しました。
本書が、行政推進の基礎資料としてだけでなく、経済活動、学術研究などに

広くご活用いただければ幸いです。
編集に際しては、できる限り広範な資料を収集し、最新のデータの掲載に努

めましたが、不十分な点もあると思います。なお、一層の充実を図っていきた
いと思いますので、各方面からのご指導、ご協力をいただきますようお願い申
し上げます。
本書の刊行にあたり、貴重な資料の提供をいただきました関係者のみなさま

にお礼を申し上げますとともに、今後ともご協力を賜りますようお願いいたし
ます。

   令和２年３月

 津山市地域振興部地域づくり推進室



本書を利用されるにあたって

1 本書は、津山市についての各般にわたる基本的な統計資料を掲載しています。また、

現在の市域の変遷が把握できるよう、合併前の期間についても、できる限り現在の市

域の数字に集計しました。そのため、特に区域を指定していないものは、合併後の市

域に関する数字となっています。

2 資料の出典は、それぞれの統計表の末尾に掲載しています。津山市役所の各部課にお

いて作成したものについては、出典先部署名の前に「市」を付しています。

3 統計資料の内容は、できる限り最新のものを掲載しています。

4 統計表のうち、「年次欄」は暦年（1月 1日～12月 31日までの 1年間）を、「年度欄」

は会計年度（4月 1日から翌年 3月 31日までの 1年間）を示し、現在日を示す場合は

表の右上に明記しています。

5 統計表の各数字の単位未満は原則として四捨五入しており、総数と内訳の合計が一致

しないこともあります。

6 統計表中の符号の用法は、次のとおりです。

「－」 ･･････ 皆無または該当なし

「０」 ･･････ 記載単位に満たないもの

「ｘ」 ･･････ 公表を差し控えるもの

「△」 ･･････ 減少またはマイナス

「…」 ･･････ 不詳、資料なし

７ 同じ内容を津山市ホームページにも掲載しています。












